
１ 目 的
陸上自衛隊及び米海兵隊の部隊が、それぞれの指揮系統に従い、共同して作戦を実施する場合における相互

連携要領を実行動（指揮機関訓練を含む。）により訓練し、連携強化及び共同対処能力の向上を図る。

２ 期 間
令和元年１２月１日（日）～１３日（金）

３ 場 所
饗庭野演習場、国分台演習場、日本原演習場、明野駐屯地及び今津駐屯地

４ 実施部隊（人員）
・陸 自：第１３旅団第８普通科連隊基幹 （約４５０名）（鳥取県米子駐屯地所在）
・米海兵隊：第４海兵連隊第１－２５大隊基幹（約２２０名）（沖縄県キャンプ・シュワブ所在）

第３６海兵航空群第２６２飛行隊 （約８０名）（沖縄県普天間基地所在）

５ 特 色
・日米航空機による長距離機動等、迅速な機動展開を重視し、複数の演習場を使用した訓練の実施
・平成２８年９月の日米合同委員会合意に基づく、ＭＶ－２２の訓練移転を組み込んだ事業としての実施

国内における米海兵隊との実動訓練 (フォレストライト（ＭＡ）:FL (MA)
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計画作成 作戦会議

射 撃 空中機動

日米調整共同攻撃

凡例
：訓練場所
：ＭＶ－２２駐機場所



第４海兵連隊第１－２５大隊基幹（約２２０名）

第３６海兵航空群第２６２飛行隊（約８０名）

第８普通科連隊基幹等（約４５０名）

防衛大臣

陸上幕僚長

陸上幕僚監部

北部方面隊

東北方面隊

東部方面隊

西部方面隊

装 備
（一部）

編 成

編成・装備

陸上自衛隊 米海兵隊

中部方面隊

太平洋軍

ＭＶ－２２×４機程度

第１海兵航空団

第４海兵連隊

第３海兵連隊

司令部大隊

第３海兵師団

第３海兵機動展開部隊（ＩＩＩMEF）

太平洋海兵隊

第３６海兵航空群

第３海兵兵站群

ＭＶ－２２

89式5.56mm小銃

口径：５．５６ｍｍ
重量：３．５ｋｇ
全長：９２０ｍｍ
発射速度：約８５０発／分

5.56mm機関銃MINIMI

口径：５．５６ｍｍ
重量：７．０１ｋｇ
全長：１０４０ｍｍ
発射速度：約７５０～

１０００発／分

ＵＨ－１

乗員：１１人
巡航速度：２１６ｋｍ／ｈ
航続距離：４３０ｋｍ

5.56㎜小銃

口径：５．５６ｍｍ
砲身長：５０８ｍｍ
重量：３．５ｋｇ
発射速度：約９００発／分

7.62mm中機関銃

口径：７．６２ｍｍ
重量：１０．７ｋｇ
全長：１２００ｍｍ
発射速度：約６５０発／分

巡航速度：５２０ｋｍ／ｈ
定 員：２４名
全 長：１７．５ｍ
全 高：６．７ｍ
全 幅：２５．５m
航続距離：３９００ｋｍ

第３師団

第１３旅団

第１０師団

第４６普通科連隊

第１７普通科連隊

第８普通科連隊

ＡＨ－１

乗員：２人
巡航速度：２５６ｋｍ／ｈ
航続距離：５２０ｋｍ
兵装：ＴＯＷ対戦車ミサイル等

第１－２５海兵大隊

第１４旅団

陸上総隊

74式戦車

口径：１０５ｍｍ
重量：３８ｔ
速度：５３ｋｍ／ｈ

第２６２飛行隊

第１２海兵航空群

第２４海兵航空群



月 １２

日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

予定

総合訓練のイメージ

全般日程

：報道公開予定日（公開する課目は赤字）

※１ 訓練予定については、今後、変更される場合がある。
※２ 各訓練課目、特に実射訓練課目は万全の安全管理態勢（連絡・通報態勢含む）をとって実施
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饗庭野演習場 国分台演習場

米海兵隊

陸自部隊

日米共同による攻撃
日米それぞれ１コＣｏ並列による攻撃


